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はじめまして！はじめまして！

名前：名前：小森小森 裕介裕介

BlogBlog http://d hatena ne jp/y komori/ （こもりん日記）BlogBlog：：http://d.hatena.ne.jp/y-komori/ （こもりん日記）

所属：所属：エスエムジー株式会社（http://www.smg.co.jp）

主な仕事：主な仕事：

– Javaによる集中監視制御システム設計・開発Javaによる集中監視制御システム設計 開発

– Webアプリケーションシステムの設計・開発

– 教育・各種執筆活動– 教育 各種執筆活動
• 日経ソフトウェア「とことん作って覚える! Java入門」

• 「なぜ、あなたはJavaでオブジェクト指向開発ができないのか」

Seasar2Seasar2とのかかわりとのかかわり

U コミ タ S2C t i コミ タ S2JMSコミ タ
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– Urumaコミッタ、S2Containerコミッタ、 S2JMSコミッタ



はじめまして！はじめまして！

名前：名前：杉上杉上 洋平洋平 （すぎがみ（すぎがみ ようへい）ようへい）

BlogBlog：：http://susieblogger blogspot com/BlogBlog：：http://susieblogger.blogspot.com/
（すーじー＠日暮）

所属：所属：フリーエンジニア （前職：Sier勤務）

主な仕事：主な仕事：主な仕事：主な仕事：
– （前職）金融系基幹システムの設計・構築

（現在） を利用 た プ 開発 販売– （現在）Urumaを利用したアプリ開発・販売

Seasar2Seasar2とのかかわりとのかかわりSeasar2Seasar2とのかかわりとのかかわり
– Urumaコミッタ（08年03月より）

CoolDeployまわりを担当
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CoolDeployまわりを担当



本日の流れ本日の流れ

1. Urumaの開発コンセプトの紹介

2 U 機能紹介2. Uruma機能紹介

3. Urumaアプリケーションのデモ

4. 利用者の意見紹介
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UrumaUrumaとはとは

Javaによるリッチ・デスクトップ・アプリケーション
の生産性を飛躍的に向上させるフレームワークの生産性を飛躍的に向上させるフレ ムワ ク

主な特徴主な特徴

効率的な画面の生成–効率的な画面の生成

–Javaロジック（POJO）と画面の連携Javaロジック（POJO）と画面の連携

–S2ファミリーとの親和性

なぜ、UrumaUrumaが必要なのか？
業務 プリケ シ 開発 歴史を業務アプリケーション開発の歴史を
少し紐解いてみましょう
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アプリケーション開発技術の変遷アプリケーション開発技術の変遷

VisualBasic

デスクトップデスクトップ WebWeb

JavaJava以前以前 Perl(CGI)VisualBasic

Swing

JavaJava以前以前

JavaJava標準標準

Perl(CGI)

Servlet/JSP
Flash

SWT Struts

RCPJava/OSSJava/OSS Teeda

Ajax業務アプリケーション向け
技術のメインストリーム

UrumaUruma Flex
Silverlight

Air
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Air



業務アプリケーション開発の流れ業務アプリケーション開発の流れ

VisualBasicによる業務アプリケーション開発
– アプリケーション配布の問題（DLL地獄）アプリケ ション配布の問題（DLL地獄）

Webアプリケーションへの移行
アプリケ シ ン配布の問題から解放– アプリケーション配布の問題から解放

– JSP、Servletによる開発が台頭

– 複雑化するにつれて、生産性が問題に

– プレゼンテーションフレームワークやO/Rマッパなど
生産性を補う技術がひろまる

表現力向上への取り組み表現 取り組
– Webアプリケーションの表現力が問題に

– Ajaxの登場 そして有力Ajaxライブラリの登場
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Ajaxの登場、そして有力Ajaxライブラリの登場



デスクトップ・アプリケーション開発の問題点デスクトップ・アプリケーション開発の問題点

Swing
– 画面開発の生産性が低い

が→RADツールを使っても出力されたコードのメンテが大変
– 見た目やパフォーマンスが足を引っ張り、利用は広がらず
→改善はされてきているが出遅れ感が否めない→改善はされてきているが出遅れ感が否めない

SWT、RCP
– ハイパフォーマンスでWindowsネイティブの外観を持つアプイ ォ ン ネイティ 外観を持 ア

リケーションを構築可能
– RCPを利用すれば本格的なアプリケーションを開発可能だ

が難易度が高いが難易度が高い

.NET（C#）
– Windows環境では大きな選択肢Windows環境では大きな選択肢
– 開発環境にコストがかかる
– 有力なOSSプロダクトが少なく、諸処の問題に対する

選択肢が少ない
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選択肢が少ない



WebWebアプリケーションの良いところアプリケーションの良いところ

運用面

クライアントインスト ルが不要になった– クライアントインストールが不要になった

– 「いつでも」「どこでも」「誰でも」利用できる
アプリケ シ を実現アプリケーションを実現

開発面開発

– デザインとロジックが分離できた
→HTMLデザイナとプログラマの分業→HTMLデザイナとプログラマの分業

– プログラミング知識ゼロで画面モックが作成できる
→特に要件定義フェーズで有効→特に要件定義フェーズで有効

– Teeda、Strutsなど有用な
プレゼンテ シ ンフレ ムワ クが揃 ている
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プレゼンテーションフレームワークが揃っている



WebWebアプリケーションの良くないところアプリケーションの良くないところ

表現力
– ツリーや複雑なテーブルなど、HTMLが想定していない表現が苦手

リアルタイムな表示（サーバからのPush）が苦手– リアルタイムな表示（サーバからのPush）が苦手

– 画面の一部だけを更新するような処理が苦手
→JavaScriptを利用すれば実現可能だが、開発効率が落ちる

セキュリティ
– WWWという仕組みを利用する以上、セキュリティ上の抜け道が存在する
– セッション管理の問題セッション管理の問題
– これらの問題に対処するため、余計な開発・テストのためのコストが必要

運用
規模な ド プ バ– 小規模なスタンドアローン・アプリケーション開発にはオーバースペック

ex）イントラネットで数名の管理者しか使わないDBメンテアプリケーションを
Webアプリで開発する必然性があるか？Webアプリで開発する必然性があるか？

Aj の登場によ て延命が図られている
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Seasar ConferenceSeasar Conference
2008 Spring2008 Spring Copyright© 2004-2008 The Seasar Foundation and the others. All rights reserved.

Ajaxの登場によって延命が図られている



WebWebアプリの表現力向上に対するアプローチアプリの表現力向上に対するアプローチ

ブラウザプラグインによるリッチ・クライアント化

Adobe Flex– Adobe Flex
• MXMLで画面を記述、ActionScriptで操作

f S– Microsoft Silverlight
• XAMLで画面を記述、JavaScriptや.NET対応言語で操作

スクリプト系言語での画面操作はスクリプト系言語での画面操作は
Webデザイナから受け入れられやすい

しかし、Javaプログラマにとって
本当に使いやすいものなのか？
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本当に使いやすいものなのか？



なぜ、なぜ、WebWebアプリケーションを作るのかアプリケーションを作るのか

本来、適材適所で利用されるべき
Webアプリケーションが なぜ多くの場面でWebアプリケ ションが、なぜ多くの場面で
利用されているのか？

プWebアプリケーションの方が
業務アプリケーション開発に必要な道具が業務 リケ 開発 必要な道具
揃っているから

UI構築（HTMLとHTMLエディタ）– UI構築（HTMLとHTMLエディタ）

– 画面遷移（プレゼンテーション）

デ– バリデーション

– O/Rマッピング
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プログラミング言語は統一すべきプログラミング言語は統一すべき

業務システム開発における言語の選択肢は多数

– Java、C#、PHP、Perl、Ruby、JavaScript、C、C++・・・etcJava、C#、PHP、Perl、Ruby、JavaScript、C、C++ etc.

言語ごとに一長一短があるので、案件ごとに言語を選択すべき

しかし・・・

現在において「プログラミング言語の習得」は現在において「プログラミング言語の習得」は、
様々な要素を含むため、技術者の成長に時間がかかる

•言語構文の理解 •OSSライブラリ FWの理解 •デバッグ技法の理解•言語構文の理解
•標準APIの理解

•OSSライブラリ、FWの理解
•開発環境の理解

•デバッグ技法の理解

単一のプログラミング言語だけで
開発 た方が効率がよ

13
Seasar ConferenceSeasar Conference

2008 Spring2008 Spring Copyright© 2004-2008 The Seasar Foundation and the others. All rights reserved.

開発した方が効率がよい



UrumaUruma開発の動機開発の動機

JavaJavaででJavaJavaでで
デスクトップ・アプリケーションデスクトップ・アプリケーションをを
効率よく開発効率よく開発できる レ ムワ クができる レ ムワ クが効率よく開発効率よく開発できるフレームワークができるフレームワークが

必要！！必要！！必要！！必要！！

Uruma開発の動機
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U u a開発の動機



UrumaUrumaの提供する機能の提供する機能

XMLによるGUI構築
– プログラミング知識ゼロでGUI表示が可能表

GUIとJavaのイベントマッピング
– GUI上で発生したイベントをアノテーションで発 を テ シ

POJOのメソッドにマッピングして呼び出し

GUIとJavaのデータマッピング
– GUIとPOJOの間でモデルを考慮した自動データ

入出力を実現

RCP プリケ シ 構築RCPアプリケーションの構築
– RCPベースのアプリケーション構築が可能

パ ペクテ ブ ビ キ バイ ドの利用– パースペクティブ・ビュー・キーバインドの利用

S2ファミリーとの連携
業務 開発 便利なプ ダクト群をそ まま利用 能
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– 業務AP開発に便利なプロダクト群をそのまま利用可能



XMLXMLによるによるGUIGUI構築構築(1)(1)

独自のXMLで画面を描画

１つのXMLファイルが つの画面に対応– １つのXMLファイルが一つの画面に対応

– Eclipse標準のXMLエディタで補完しながら入力可能

– フォントや色の一括指定など、XML記述を省力化する
機能をサポート

XMLを元に

画面定義XML

XMLを元に
画面を表示

UrumaUruma
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※1 XMLSchema による補完をサポートしているエディタならば、補完可能



XMLXMLによるによるGUIGUI構築構築(2)(2)

典型的な入力フォームの記述例
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

" // "
<label text="管理者No." />

" " /<template xmlns="http://uruma.sandbox.seasar.org">
<window id="edit" style="TITLE, CLOSE, PRIMARY_MODAL“

title="従業員情報編集"
image="title" defaultButtonId="ok" defaultFocusId="ename">
<gridLayout numColumns="1">
<gridData horizontalAlignment="FILL" />

<text id="mgr" />
<label text="雇用日" />
<text id="hiredate" />
<label text="給与" />
<text id="sal" />
<label text="報奨金" /><gridData horizontalAlignment FILL />

</gridLayout>
<composite>

<gridLayout numColumns="2">
<gridData horizontalAlignment="FILL" />

</gridLayout>
<label text="従業員No " />

<label text 報奨金 />
<text id="comm" />
<label text="部署" />
<combo id="dept" style="DROP_DOWN, READ_ONLY" />

</composite>
<composite>

<fillLayout type="HORIZONTAL" /><label text= 従業員No. />
<text id="empno" editable="false"/>
<label text="従業員名" />
<text id="ename" />
<label text="役職" />
<text id="job" />

<fillLayout type= HORIZONTAL />
<button id="ok" text="OK" />
<button id="cancel" text="キャンセル" />

</composite>
</window>

</template>
<label text="管理者No." />

XML要素がGUIコンポーネントに1対1
で対応しているので わかりやすいで対応しているので、わかりやすい

GUIコンポーネントはWindowsが持つ
一般的なものをすべてサポート
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般 なも をす

※サンプル画面と記述例は以下のページを参照してください
http://uruma.sandbox.seasar.org/ja/components.html



GUIGUIととJavaJavaのイベントマッピングのイベントマッピング(1)(1)

GUIイベントをJavaのメソッドコールへ簡単に変換
~メソッド・バインディング～

メソッドバインディング対象のGUI

edit xml

メソッドバインディング対象のGUI
コンポーネントには、ID属性をつけておく

<button id="ok" text="OK" />

edit.xml

画面に対応するPOJOを画面に対応するPOJOを
「アクション・コンポーネント」と呼ぶ

アクション・コンポーネントは

EditAction.java

S2Container
「画面id＋Action」という名前で

S2Containerへ登録しておく

@EventListener(id = "ok")
public void onOk() {

d t ct o ja a

GUIコンポーネントと同じidをもつメソッドが
イベント発生時に自動的に呼び出される

（メソッド名は自由）
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...
}

（メソッド名は自由）



GUIGUIととJavaJavaのイベントマッピングのイベントマッピング(2)(2)

メソッド・バインディングするイベントの種類を指定
– テーブルの行がダブルクリックされたときにメソッドを呼び出す例

<table id="fileDetailTable" linesVisible="false">
<tableColumn id="fileName" text="名前" />
<tableColumn id="fileSize" text="サイズ" alignment="RIGHT" /><tableColumn id fileSize  text サイズ  alignment RIGHT  />
<tableColumn id="fileType" text="種類" />
<tableColumn id="fileUpdateTime" text="更新日時" />

</table>

@EventListener(id = "fileDetailTable",
type = EventListenerType MOUSE DOUBLE CLICK)type = EventListenerType.MOUSE_DOUBLE_CLICK)

public void onDoubleClick() {
…

}}

type属性でイベントの種類を指定可能
（無指定の場合はEventListenerType.SELECTION)
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type属性は{ }で囲って複数指定も可能



GUIGUIととJavaJavaのイベントマッピングのイベントマッピング(3)(3)

特定タイミングでのメソッド呼び出し

@InitializeMethodアノテ ション– @InitializeMethodアノテーション

• 画面オープン前に呼び出される

初期表示デ タの準備はこの段階で行う• 初期表示データの準備はこの段階で行う

– @PostOpenMethodアノテーション

• 画面オープン直後に呼び出される

• 画面オープン直後に行いたい処理はここに記述
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GUIGUIととJavaJavaのデータマッピングのデータマッピング

GUIとPOJOの間でデータを相互自動マッピング
@Import～では POJOのメソッド呼び出し@Import では、POJOのメソッド呼び出し

直前にPOJOへ値が設定される

@Export～では、POJOのメソッド
呼び出 後 値が設定される

@ImportExportValue
public String empno;

呼び出し後に画面へ値が設定される

p g p ;
@ImportExportValue
public String ename;
・・・
@ImportExportSelection
public Department dept;

XML上の id 属性と同じ名前の@I tV l GUI POJO 値を読み込み XML上の id 属性と同じ名前の
フィールドがマッピング対象

@ImportValue GUI→POJOへ値を読み込み
@ExportValue POJO→GUIへ値を設定
@ImportSelection GUI→POJOへ選択値を読み込み
@ExportSelection POJO GUIへ選択値を設定
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@ExportSelection POJO→GUIへ選択値を設定
※ @ImportExportValue は、@ImportValueと@ExportValueを両方行うもの
※ @ImportExportSelection は、@ImportSelectionと@ExportSelectionを両方行うもの



RCPRCPアプリケーションの構築アプリケーションの構築

RCPアプリケーションを簡単に構築
– RCPの知識ゼロでもRCPアプリケーションを開発できるように

することが目標することが目標
– 面倒なplugin.xmlの記述は不要
– 簡単なXML記述でビューやパースペクティブを作成可能

今後のバージョンアップで利用できる機能の範囲を広げる予定– 今後のバージョンアップで利用できる機能の範囲を広げる予定

※ より詳しい紹介はS C f 2007 A t における発表資料をご覧ください
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※ より詳しい紹介はSeasar Conference 2007 Autumn における発表資料をご覧ください
http://event.seasarfoundation.org/sc2007autumn/Session#c2



S2S2ファミリーとの連携ファミリーとの連携

UrumaアプリケーションへS2コンポーネントを
自由にインジェクション可能自由にインジェクション可能

– S2Dao S2ファミリとの連携で、Urumaアプリケーション
からDBアクセス 通信などの機能を簡単に– S2JMS

– S2RMI

からDBアクセス、通信などの機能を簡単に
利用できます！

– S2Axis

etc…

後半のデモで利⽤例を紹介後半のデモで利⽤例を紹介
23
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Air/SilverlightAir/SilverlightととUrumaUrumaの比較の比較

Uruma Air Silverlight
開発環境

提供予定 無償 無償
開発環境

提供予定

(Eclipse)
無償

(本格利用は有償版)
無償

(本格利用は有償版)

単体実行 可能 可能
ブラウザプラグイン

Webサーバ前提Webサ バ前提

開発言語 Java ActionScript VB、C#、.NET系言語

ライセンス
オープンソース

（ASL2.0）
プロプライエタリ プロプライエタリ

通信
S2RMI、S2JMS、S2Axis等

S2フ ミリを利用
TCP/IP HTTPのみ通信 S2ファミリを利用

DBアクセス
S2DAO等

S2ファミリを利用
可能 なし

AP配布
JavaWebStart、

RCP更新機能による配布を想定
インストールが必要 Web経由

S2連携 標準で可能 なし
S2Silverlight
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S2連携 標準で可能 なし
（開発中）



UrumaUrumaの今後の今後

年内正式リリースを目指します！

ドキ メント テスト強化– ドキュメント・テスト強化

– RCP対応強化

開発環境の提供（UrumaStudio：うるすた）

– EclipseプラグインによるUrumaアプリケーションEclipseプラグインによるUrumaアプリケ ション
開発支援

規約適合のリアルタイムチェック– 規約適合のリアルタイムチェック

– GUIエディタ
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UrumaUrumaアプリデモアプリデモ

UrumaUrumaを使ったアプリを使ったアプリ
（株専）（株専）をを（株専）（株専）をを

作 てます！！作 てます！！作ってます！！作ってます！！

デデ モモ 開始！開始！デデ モモ 開始！開始！
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デモ中デモ中

デデ モモ 中中デデ モモ 中中
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※ キャプチャーは開発中の画面です。



デモ中デモ中

デデ モモ 中中デデ モモ 中中
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※ キャプチャーは開発中の画面です。



アプリについてアプリについて

名前： 株専 （かぶせん）

機能 個人投資家向け情報集積ソフト機能： 個人投資家向け情報集積ソフト

アーキテクチャ

Eclipse RCP V3.3 
Uruma ＋ S2Container ＋ S2DaoUruma ＋ S2Container ＋ S2Dao
JRuby(Erb)

ミドルウェア

H2 Database + Apache LuceneH2 Database  Apache Lucene
Jetty
– ※ ： H2とJettyは組込みで動作
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※ ： H2とJettyは組込みで動作



UrumaUrumaを利用してみての感想を利用してみての感想(1)(1)

難しいGUI（RCP）開発を易しく

が 難 と を プUrumaがRCPの難しいところをラップ
⇒RCPの部分をUrumaがラップしているので

「plugin.xml」を書かなくてもいい！

WebライクなアーキテクチャWebライクなア キテクチャ
⇒Seasarの規約に沿ったWebアーキテクチャを

踏襲しているので既存Web開発者の参入が踏襲しているので既存Web開発者の参入が

軽減されている

View(xml) Action Form Logic Dto DaoView(xml) Action Form Logic Dto Dao

ソース記述量の軽減
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⇒既存GUI（Swing、SWT、RCP）に比べて記述量の軽減



UrumaUrumaを利用してみての感想を利用してみての感想(2)(2)

拡張性もあるよ

細か 作込 も 能GUIの細かい作込みも可能
⇒ Uruma がサポートしていないGUIの制御部分も

WidgetBindingでUrumaを越えて直接制御 ※１

（SWT,RCPの知識は必要）
グラフ描画は直接SWTのグラフ描画は直接SWTの
イベントをハンドリングし

GCで描画しています

※ キャプチャーは開発中の画面です。
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※1 一部直接制御できないGUIもあります。



UrumaUrumaを利用してみての感想を利用してみての感想(3)(3)

RCPでSeasarが利用できる便利さ
S プロダクトが使えるSeasarプロダクトが使える
スタンドアローンアプリ（例）

RCP ＋ U （S2D ） ＋ 組込DBRCP ＋ Uruma （S2Dao） ＋ 組込DB

リッチクライアントアプリ（例）

RCP ＋ Uruma （S2Axis） リモートWebServerNETRCP ＋ Uruma （S2Axis） リモートWebServer

が きる

NET

補足AOPが利用できる

トランザクション制御

[補足]
RCPとSeasar（S2Container）は
RCPのクラスローダーの問題で
相性が悪く、簡単に利用できません。トランザクション制御

ログトレース

etc

相性が悪く、簡単に利用できません。
Urumaではこの問題を解決しています。

RCPでSeasarプロダクトの利用を
検討され る方はU も合わせ
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検討されている方はUrumaも合わせて
検討してみてください。



UrumaUrumaの課題・問題の課題・問題

Urumaの課題・問題

修正 プリ再起動 開発サイク はソース修正⇔アプリ再起動の開発サイクルは

サクサク感がない。サクサク感がない。
Hotdeployがうまく動作しません。Orz

アベンドするときログを出力しない場合があるアベンドするときログを出力しない場合がある。

デバックでステップトレース。

RCP内でのエラーハンドリングが課題。

画面のXML定義は静的な表示のみ対応画面のXML定義は静的な表示のみ対応。

UrumaのバージョンはVer０．４で

途
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まだまだ発展途上。



RCPRCPの課題・問題の課題・問題

RCPの課題・問題

デザイ が ようにCSSなデザインがAdobe FLEX、 AIRのようにCSSな
どで柔軟にデザイン変更できない。

RCP特有のハマリ（クラスローダーや、ファイル
パス プラグイン依存関係）からの脱出は至難パス、プラグイン依存関係）からの脱出は至難。

機能の限界点が見極めにくい。
スキンはできる？ アニメーションはできる？ HogeHogeはできる？etc

RCPの実例や情報はまだまだ少ない。
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利用してみてのまとめ利用してみてのまとめ

ＧＵＩアプリをこんなに簡単に
と かかれるのは絶対楽しいとっかかれるのは絶対楽しい！！

まずは、チャットアプリやRSSリーダーなど
作 ま んか作ってみませんか？
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ご質問についてご質問について

質問コーナーで質問コーナーで質問コーナーで質問コーナーで
お待ちしていますお待ちしていますお待ちしていますお待ちしています

気軽にお越しください気軽にお越しください気軽にお越しください気軽にお越しください

36
Seasar ConferenceSeasar Conference

2008 Spring2008 Spring Copyright© 2004-2008 The Seasar Foundation and the others. All rights reserved.



ご静聴ご静聴
ありがとうございましたありがとうございました
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